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はじめに 

 
中学校から高等学校への進学率は 98％を超えており、ほとんどの中学生は高等学校に進

学している。小学校、中学校で特別支援教育を受けてきた子どもたちも高等学校に進学し

ていることになる。本研究は、発達障害を含む特別な支援を必要とする生徒は、高等学校

ではどのような学校生活を送っているのだろうか、どのような適応上の困難があるのだろ

うか、小・中学校で取り組まれている特別支援教育とは異なる仕組みが必要なのだろうか

という課題からスタートしている。 
高等学校は生徒の興味や関心、能力、適性などの実態が多様化してきており、高い学力

をもつ生徒から、小・中学校段階の基礎・基本の学習内容の定着が十分でない生徒も在学

しているなど学力差の問題も大きい。また、不登校や中途退学の問題は社会問題とも関連

してくる。 
平成 25 年度入学生から新しい高等学校学習指導要領が年次進行で全面実施された。教

育課程編成時の配慮事項等には、学習の遅れがちな生徒や障害のある生徒などについては、

生徒の実態に応じ、指導内容や指導方法を工夫することが明記されているとともに、義務

教育段階の学習内容の確実な定着を図るための学習機会、すなわち学び直しの機会を設け

ることの促進などが挙げられている。 
本研究は、発達障害等のある生徒の適切な教育の場についての研究ではなく、発達障害

も含めた特別な支援を必要とする生徒はどこの高等学校にも在学していることが想定され

ることから、高等学校における発達障害等の特別な支援を必要とする生徒の指導・支援を

どのように考えればよいかについて検討した研究である。 
本研究では、高等学校における特別支援教育体制整備の充実強化と指導・支援の充実方 

策の内容を中心に、高等学校の現場のニーズに応じた指導・支援の在り方について、研究

協力校における実践を通して、ポイントとなることを検討しまとめている。高等学校は課

程や学科等により支援の必要な生徒の状況も異なること等から、義務教育段階のように一

律には考えにくい面もあるが、体制整備と指導・支援の在り方についての大切にすべきポ

イントは、共通のものとして整理できたと思っている。本報告書が少しでも高等学校にお

ける特別支援教育の推進に役立てば幸いである。 
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